
令和７年２月１日
第101号

二十歳の集い開催
おめでとうございます
市内のこども園では、卒園した当時の園児による
タイムカプセルの開封も行われました
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謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
大
谷
選
手
の

50
・
50
や
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
熊

本
ゆ
か
り
の
選
手
の
活
躍
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
立
水
俣
高
校
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
半
導
体

情
報
科
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
引
き
続
く
円
安
傾
向
と
賃
金
ア
ッ
プ
か
ら
の
物
価

高
騰
で
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

賃
金
は
上
が
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
実
感
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
災
害
対
策
や
教
育
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
な
ど
取

り
組
む
べ
き
多
く
の
重
要
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と
と
も
に
本
市
の
発

展
の
た
め
に
精
一
杯
傾
注
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
市
議
会
に
対
す
る
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
２
０
２
５
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
健
康
で
幸
せ
に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
市
議
会
及
び
市
政
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
各
種
団
体
の
会
合
や
講
演
会
の
開
催
、

ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
、
市
民
駅
伝
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
通
常
開
催
、
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
事
業
や

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
に
ぎ
わ
い
が
取
り
戻
さ
れ
た
年
で

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
令
和
７
年
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
計
画
す
る
「
第
七
次
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
計
画
」
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
、
こ
の
５
年
間
の
成
果
と
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
第
八
次
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
計
画
」
の
準
備
、
計
画
、
予

算
等
を
思
案
す
る
大
切
な
年
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
と
し
ま
し
て
も
様
々
な
事
業
の
提
案
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
昨
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会

を
設
置
し
「
議
員
定
数
の
見
直
し
」「
議
員
と
し
て
の
資
質
向
上
」「
一
般
質
問

の
在
り
方
」「
条
例
等
の
見
直
し
」
を
中
心
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
議

会
で
あ
る
よ
う
改
革
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
７
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

時代のニーズに対応できる
議会運営を目指して

水
俣
市
議
会
議
長

岩　

村　

龍　

男

水
俣
市
議
会
副
議
長

田　

口　

憲　

雄
22
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【令和６年度会計別補正予算】

可決された補正予算・条例など

（千円）

会 計 名 補正額 補正後の額
一般会計（第９号） 27,105 17,218,716
一般会計（第10号） 194,458 17,413,174
国民健康保険事業特別会計（第２号） 2,254 3,553,308
後期高齢者医療特別会計（第２号） 205 　531,721
後期高齢者医療特別会計（第３号） 510 532,231
介護保険特別会計（第３号） 1,522 3,770,222
介護保険特別会計（第４号） 1,072 3,771,294
水道事業会計（第２号）収益的収入 380 454,957
水道事業会計（第２号）収益的支出 3,311 419,330
水道事業会計（第２号）資本的支出 166 314,087
公共下水道事業会計（第２号）収益的収入 1,166 847,059
公共下水道事業会計（第２号）収益的支出 1,166 847,059
公共下水道事業会計（第２号）資本的収入 23 429,197
公共下水道事業会計（第２号）資本的支出 23 429,197

12月定例会の報告

【令和６年度会計別補正予算】（千円）
会　計　名 補正額 補正後の額

一般会計（第８号） 24,383 17,191,611

専決処分により
承認された補正予算

総
務
産
業
委
員
会

●
衆
議
院
議
員
選
挙
費

�

１
４
２
８
万
円

●
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

�

１
０
１
０
万
円

　

９
月
22
日
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し

た
農
業
施
設
の
復
旧
に
係
る
費
用
で

す
。 主

な
補
正
予
算

総
務
産
業
委
員
会

●
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
懲
役
及
び
禁
錮
を

廃
止
し
、
こ
れ
ら
に
代
え
て
創
設
さ

れ
た
拘
禁
刑
に
字
句
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
等
に
準
じ

て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

33
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総
務
産
業
委
員
会

●
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
等
（
宿
日

直
員
）

４
１
７
万
円

　

労
働
基
準
監
督
署
の
是
正
勧
告
を

受
け
、
実
際
に
支
給
し
た
報
酬
額
と

県
の
最
低
賃
金
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
額
と
の
差
額
を
追
加
支
給
す
る
も

の
で
す
。

●
公
用
車
購
入
費

�

２
５
７
万
円

　

公
用
車
が
故
障
し
た
た
め
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
買
い
換
え
る
費
用

で
す
。

●
家
屋
事
前
調
査
業
務
委
託
料

１
３
９
０
万
円

　

幸
橋
架
替
工
事
の
影
響
が
予
想
さ

れ
る
家
屋
等
の
調
査
に
係
る
費
用
で

す
。

●
ケ
ー
ブ
ル
仮
設
費
用
補
償
金

１
６
０
０
万
円

　

幸
橋
撤
去
に
伴
う
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ケ
ー
ブ

ル
仮
移
設
に
係
る
費
用
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
病
資
料
館
修
繕
料

�

38
万
円

●
袋
中
学
校
空
調
機
修
繕
料１

７
２
万
円

　

８
月
の
落
雷
被
害
に
よ
る
電
気
回

路
の
修
繕
料
で
す
。

●
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費
助
成
金51

万
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を

対
象
と
し
た
助
成
に
つ
い
て
利
用
者

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
増
額
す
る
も

の
で
す
。

●
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業

補
助
金
等

３
３
９
万
円

総
務
産
業
委
員
会

●
生
態
系
に
配
慮
し
た
渚
造
成
整
備

（
護
岸
そ
の
７
）
工
事

　

護
岸
に
使
用
す
る
石
材
の
単
価
が

上
昇
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
（
変
更
前
）
１
億
９
６
７
９
万
円

　
（
変
更
後
）
１
億
９
８
６
２
万
円

厚
生
文
教
委
員
会

●
一
小
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ

・
指
定
管
理
候
補
者　

　
　

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ

　
　

ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
　

九
州
・
沖
縄
支
店

　
　
　

支
店
長　

松
坂　

遼

・
指
定
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

　

10
年
３
月
31
日
ま
で

●
二
小
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ

・
指
定
管
理
候
補
者

　
　

学
童
ク
ラ
ブ
は
っ
ぴ
ー
ほ
ー
む

　
　
　

代
表　

山
下　

由
香

・
指
定
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

　

10
年
３
月
31
日
ま
で

●
ふ
く
ろ
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ

・
指
定
管
理
候
補
者

　

ふ
く
ろ
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ

　

運
営
委
員
会

　
　
　

代
表　

山
田　

寿
美
子

・
指
定
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

　

10
年
３
月
31
日
ま
で

総
務
産
業
委
員
会

●
新
型
た
ば
こ
自
動
販
売
機
購
入
時
の

補
助
を
求
め
る
陳
情

（
採
択
）　
　

厚
生
文
教
委
員
会

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情

（
不
採
択
）　

●
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
介
護

従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

（
継
続
審
査
）

●
政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施
設
へ

の
支
援
を
拡
充
し
す
べ
て
の
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求
め
る

陳
情

（
不
採
択
）　

議
会
運
営
委
員
会

●
松
本
和
幸
市
議
会
議
員
の
行
為
が
水

俣
市
政
治
倫
理
条
例
違
反
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
水
俣
市
議
会
の
調
査
を

求
め
る
陳
情

（
審
議
未
了
）

主
な
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
変
更

指
定
管
理
者
の
指
定

陳

情

44
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事案

会
派 真志会 光政会 自民

新未来
Iʼs
水俣

日本
共産党

公
明
党

こ
ど
も

未
来
会

参
政
会

結果議
員
名

杉
本　

康
宏

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

真
野　

頼
隆

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

森
川　

武
治

田
口　

憲
雄

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　
　

朱

牧
下　

恭
之

吉
野　
　

誠

肥
山　

美
緒

陳第２号
安全・安心の医
療・介護実現の
ため人員増と処
遇改善を求める
陳情

賛
否 否 否 否 否 否 否 議

長 否 否 否 否 否 否 否 否 否
賛成：０
反対：15
により
不採択

陳第４号　
政府の責任で医
療・介護施設へ
の支援を拡充し
すべてのケア労
働者の賃上げや
人員増を求める
陳情

賛
否 否 否 否 否 否 否 議

長 否 否 否 否 否 否 否 否 否
賛成：０
反対：15
により
不採択

陳第６号
新型たばこ自動
販売機購入時の
補助を求める陳
情

賛
否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 議

長 賛 賛 賛 賛 棄
権
棄
権 賛 賛 賛

賛成：13
反対：０
棄権：２
により
採択

決議第１号
杉迫一樹議員に
対する問責決議

賛
否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 議

長 賛 賛 退
席 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛成：14
反対：０
により
可決

賛 否 の 分 か れ た 事 案
事案の審議結果

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

永
田　

士
朗　

氏
（
古
城
）

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　

山
田　

誠
次　

氏
（
袋
）

●
杉
迫
一
樹
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

（
可
決
）　
　

人

事

決

議
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常任委員会の報告
＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

（12月定例会）
補正予算８件、指定管理者の指定３件、陳情３件

●議第89号　令和６年度水俣市一般会計補正予算
第10号中付託分
質疑―袋中学校空調機修繕料について、落雷被害の

原因及び被害状況は
答弁―メーカーが調査したところ、特別支援教室・理科

室・美術室・職員室のコントローラーに使用され
ている半導体が、落雷によって焼失したと判明し、
同校に避雷針がないため、近隣に落ちた雷が伝
わった可能性があると聞いている。

質疑―今後ほかの中学校で類似の事例が発生した場
合、高額な修繕費用や半導体の供給難といっ
た問題が発生する可能性もあると考えられるが、
対策を講じる考えはあるか

答弁―落雷による被害がここ２、３年相次いで発生して
いるので、避雷針などの対策を検討していく。

●議第92号　令和６年度水俣市後期高齢者医療特
別会計補正予算第３号
質疑―はり・きゅう施術費助成金の助成内容は
答弁―希望する後期高齢者に対し、市民課の窓口で�

500円の助成券20枚つづりの冊子を１冊交付して
いる。

質疑―助成制度の周知方法は
答弁―年度当初に広報みなまたと市ホームページに掲載

しているほか、今年度からは周知用のポスターも
作成し、各施術所に掲示を依頼している。

●議第99号から議第101号　指定管理者の指定に
ついて
質疑―一小ふれあい学童クラブの指定管理者の指定に

ついて、現在、水俣市に拠点のない民間企業
が管理を行うとのことだが、それによって学童の
利用料金に影響があるのか

答弁―事業者に対して、現在の利用料金と同程度の金
額設定を依頼している。

質疑―現在の学童支援員の待遇はどのようになるか
答弁―継続勤務を希望する学童支援員については、引

き続き雇用していただくよう事業者に依頼している。
質疑―二小ふれあい学童クラブの指定管理者の指定に

ついて、以前問題となっていた運営停滞は解消
され、対応が適切に行われているか

答弁―現在、運営は安定して行われている。
質疑―学校施設の一部教室を使用する計画であったが、

現在の活用状況はどうなっているか
答弁―学校施設内の一部教室を改修し、その教室を

中心に、従来使用していた学童クラブの施設も
活用している。

（12月定例会）
専決処分の報告及び承認１件、条例の制定１件、条例の一部
改正１件、補正予算４件、契約の変更１件、陳情１件

●議第85号　専決処分の報告及び承認について 
専第９号　令和６年度水俣市一般会計補正予算第
８号
質疑―農業用水路の災害復旧事業について、受益者

負担は発生するか、負担割合はどのくらいか
答弁―農業用水路は、農地と違い、複数の受益者で

管理する施設である。国費での補助率が最低
65％であるが、12月に行うかさ上げの手続により、
おそらく80％を超える補助率となる。補助の残り
のうち半分を、受益者の方々に負担していただく
予定である。

●議第89号　令和６年度水俣市一般会計補正予算
第10号中付託分
質疑―公用車の購入について、ハイブリッドカーを購入す

るとのことだが、電気自動車の検討はしないのか
答弁―電気自動車については今後整備を進めていく方

向で検討している。
質疑―幸橋架替工事に伴う家屋事前調査業務の内容

は
答弁―工事により、振動や騒音が発生する可能性があ

り、影響が出る恐れのある建物等について、工
事前に建物の傾きや亀裂、土地の高さ等を調査
し、事後トラブルを回避するために調査を行うも
のである。半径50メートル程度の範囲に影響が
出る恐れがあると想定し、13軒該当箇所がある
ため、調査を行う。

質疑―公共施設ではないエムズシティの建物をなぜ市
が調査するのか

答弁―市街地の空き店舗等の活用を検討する中、エ
ムズシティは市の中心部に位置し、建物も大きく、
現在３階４階が空いている。また、総合計画の
市民アンケート調査等の中で、市全体の活性化
に向けて重点的に活用・整備すべき場所はどこ
かという質問に対して、エムズシティ周辺という回
答がいちばん多かった。事前に生協くまもとに協
議したところ、民間のテナントが入ることが望まし
いが難航しているとのことであった。建物も老朽
化している中、どのような形で活用できるか、今
回、建物の課題等を整理するための専門的調
査を行いたい。

質疑―市の活性化のためにエムズシティは重要であり、
維持管理する必要があるため調査を行うというこ
とか

答弁―庁舎建替の際にもエムズシティを活用できないか
という意見があった。現在検討中の段階ではあ
るが、公共施設の機能移転・集約に向けた活
用も視野に入れている。

委員長：牧下　副委員長：木戸
岩村・小路・杉迫・田口・平岡・肥山厚生文教 委員長：真野　副委員長：高岡

桑原・杉本・藤本・松本・森川・吉野総務産業
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令和５年度 特別会計・企業会計決算審査報告
特別会計、企業会計の全事業について、全員異議なく認定及び可決すべきものと決定しました。
なお、各事業における質疑は次のとおりです。

（万円）

水道事業 公共下水道事業 病院事業 国民健康保険事業 後期高齢者医療事業 介護保険事業

収益的収入 44,533 88,641 692,789 歳入 365,486 46,362 385,003

収益的支出 36,166 86,310 740,144 歳出 363,203 46,236 373,937

差引 8,367 2,331 ▲47,355 差引 2,283 126 11,066

当年度純利益
（消費税等調整後純利益） 6,409 797 ▲53,383 　歳入歳出差引額については、全額翌年度に繰り越し。

資本的収入 3,302 43,942 63,545

資本的支出 39,495 73,703 125,668

差引 ▲36,193 ▲29,761 ▲62,123

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額、減債積立金、過年度分損益勘定留保資金等で補填。

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

質
疑
な
し

後
期
高
齢
者
医
療

　

質
疑
な
し

介
護
保
険

　

質
疑
な
し

企
業
会
計

水
道
事
業

質
疑　

耐
震
化
は
上
下
水
道
と

も
に
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
と

思
う
が
、
水
道
施
設
の
豪
雨
災

害
に
対
す
る
備
え
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か

答
弁　

上
水
道
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
第
１
水

源
地
の
急
速
ろ
過
機
の
更
新
工

事
に
入
っ
て
い
る
。
第
２
、
第

３
、
第
４
水
源
地
に
つ
い
て
は

電
気
室
と
ポ
ン
プ
室
の
耐
震
化

を
す
で
に
済
ま
せ
、
さ
ら
に
か

さ
上
げ
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

浸
水
被
害
は
免
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

質
疑　

第
１
水
源
地
も
か
さ
上

げ
し
て
い
る
の
か

答
弁　

更
新
工
事
を
行
っ
て
い

る
急
速
ろ
過
機
は
、
現
状
よ
り

も
少
し
高
く
は
な
る
が
、
浄
水

池
の
か
さ
上
げ
は
行
っ
て
い
な

い
。

質
疑　

防
水
壁
を
後
か
ら
設
置

す
る
な
ど
の
対
応
は
し
な
い
の

か答
弁　

ま
ず
は
急
速
ろ
過
機
の

更
新
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
防
水
壁
の
設
置
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

公
共
下
水
道
事
業

質
疑　

耐
震
診
断
の
結
果
を
踏

ま
え
て
改
築
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
下
水
道
施
設
は
耐
震

化
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
か

答
弁　

最
新
の
耐
震
基
準
が
平

成
９
年
度
に
改
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
降
に
建
て
ら
れ
た
施
設

に
つ
い
て
は
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の
の
、
水
俣
市
は

そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
施
設

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

病
院
事
業

質
疑　

個
人
病
院
の
小
児
科
が

な
く
な
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
が

対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
令
和
５
年
度
の
受
診
者
数

は答
弁　

受
診
者
数
は
、
前
年
度

比
21
・
８
％
増
の
９
６
２
８
人
。

質
疑　

少
な
い
医
師
で
そ
の
数

に
対
し
て
の
対
応
は
十
分
な
の

か答
弁　

常
勤
の
医
師
３
人
と
非

常
勤
医
師
数
人
で
十
分
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
な
か
な
か

十
分
と
は
言
え
な
い
と
思
う
。

大
学
の
派
遣
が
非
常
に
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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令和５年度 一般会計決算審査報告

委員長：木戸理江　　副委員長：松本和幸
委　員：杉迫一樹　肥山美緒　森川武治　高岡朱美　真野頼隆　

　委員会は、10月23日から24日までの日程で開催しました。各担当部・課から説明を受け、詳細
にわたって質疑、審査を行いました。その結果、全員異議なく認定すべきものと決定しました。

一
般
会
計

質
疑　

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
補
助

金
の
内
訳
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
整
備
を
さ

れ
た
の
か

答
弁　

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
高
齢
者

施
設
の
避
難
所
の
設
置
、
停
電
時
に
対
応
す

る
た
め
の
非
常
用
発
電
設
備
の
整
備
が
行
わ

れ
た
。

質
疑　

水
俣
市
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援

員
の
活
動
内
容
は
ど
の
よ
う
か

答
弁　

年
間
５
０
０
か
ら
６
０
０
件
の
訪
問

や
窓
口
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
経

営
関
係
・
補
助
金
関
係
・
融
資
や
補
助
金
な

ど
の
相
談
・
事
業
承
継
や
空
き
店
舗
の
案
件

な
ど
も
増
え
て
い
る
。

質
疑　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
食
事
や

宿
泊
の
紹
介
な
ど
の
工
夫
に
つ
い
て
は
ど
う

か答
弁　

弁
当
販
売
業
者
の
紹
介
や
値
段
の
協

議
、
宿
泊
で
の
誘
致
等
の
営
業
な
ど
努
力
し

て
い
き
た
い
。

質
疑　

体
育
施
設
の
電
気
使
用
料
に
つ
い
て
、

エ
ア
コ
ン
設
置
前
後
で
の
電
気
代
の
変
動
の

見
込
み
は
、
ま
た
、
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み

を
導
入
で
き
な
い
か

答
弁　

電
気
代
は
数
十
万
円
上
が
る
見
込
み
。

太
陽
光
発
電
設
置
は
構
造
上
難
し
い
も
の
の
、

今
後
コ
ン
パ
ク
ト
な
シ
ス
テ
ム
等
が
あ
れ
ば

考
え
て
い
く
。

質
疑　

新
規
就
農
者
の
募
集
及
び
鳥
獣
被
害

対
策
で
は
捕
獲
対
策
を
強
化
す
る
し
か
な
い

の
か

答
弁　

新
規
就
農
者
募
集
は
、
農
業
フ
ェ
ア

等
で
就
農
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
獲
得
を
行
っ
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、
防
護
ネ
ッ
ト
対
策
で

は
被
害
は
完
全
に
防
げ
な
い
た
め
、
水
俣

市
・
芦
北
町
・
津
奈
木
町
で
広
域
連
携
協
議

会
を
つ
く
り
対
応
を
研
究
し
て
い
る
。

【歳出】
156億4,105万円

【歳入】
168億4,059万円

義務的経費
82億9,576万円
53％その他の経費

59億2,097万円
38％

投資的経費
14億2,432万円
9％

市税
34億1,338万円
20％

その他
23億4,407万円
14％

市債
8億9,119万円
5％

県支出金
15億1,765万円
9％

国庫支出金
28億6,453万円
17％

地方交付税
58億977万円
35％
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あなたの声を市政に

●真野　頼隆
１．水俣市の農業問題について
２．県による国民健康保険税の水準統一について

●平岡　朱
１．大規模風力発電計画について
２．マイナ保険証及びマイナンバーカードの現状
について

●藤本　寿子
１．水俣市のプラスチックごみの削減について
２．川内原子力発電所の再稼働後の現状と水俣市
の原子力災害対策について

●高岡　朱美
１．国民健康保険の保険税水準統一化について

●吉野　誠
１．ワーク・ライフ・バランスの向上を目指す
企業認定制度の導入・推進とそのメリット
について

２．市民の健康維持・予防の取組について

●木戸　理江
１．女性相談支援員の業務内容について
２．総合医療センターの産婦人科診療について

●牧下　恭之
１．認知症の人に寄り添った地域社会の構築に
ついて

２．建設工事に係る入札業務について

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご覧
いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。
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議員

【検索と置換】（テキスト）文字スタイル指定
　　　　　　　（字形）ゴシックMB101�Pr6�H
　　　　　　　　　　問 CID：3824→問�CID：10498　答�CID：3188→答�CID：10761

水
俣
市
の
農
業

問
題
に
つ
い
て

問
　
農
業
従
事
者
数
及
び

認
定
農
業
者
数
の
推
移
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
農
業
従
事
者
数
は
平

成
２
年
に
７
５
６
人
、
令

和
２
年
は
４
２
８
人
、
認

定
農
業
者
数
は
平
成
７
年

は
55
人
、
令
和
５
年
は
29

人
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
集
落
営
農
法
人
等
の

現
状
は
ど
う
か

答
　
農
家
が
集
ま
っ
て
共

同
で
営
農
や
農
作
業
を
受

託
す
る
集
落
営
農
組
織
が

４
件
、
共
同
で
農
地
の
保

全
や
農
道
・
用
水
路
等
の

農
業
施
設
の
管
理
を
行
う

集
落
組
織
が
47
件
あ
る
。

問
　
サ
ラ
ダ
た
ま
ね
ぎ
、

茶
、
デ
コ
ポ
ン
、
甘
夏
等

の
ブ
ラ
ン
ド
力
維
持
の
た

め
、
廃
業
す
る
農
家
の
農

地
を
ど
う
守
る
の
か

答
　
デ
コ
ポ
ン
や
甘
夏
等

の
果
樹
農
家
の
優
良
園
地

に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農

者
の
研
修
・
就
農
用
に
リ

リ
ー
フ
園
と
し
て
、
Ｊ
Ａ

あ
し
き
た
が
農
地
の
保
全

に
努
め
て
い
る
。
水
田
や

畑
、
茶
園
等
の
優
良
農
地

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
や
熊
本
県
農
業
公
社
を

通
じ
て
、
農
地
を
活
用
し

た
い
方
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
推
進
し
て
い
る
。

問
　「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
」や「
お
て
つ
た
び
」�

を
利
用
し
て
市
内
の
農
業

者
と
市
外
の
農
業
体
験
を

し
て
み
た
い
方
と
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
は
作

れ
な
い
か

答
　
２
つ
の
制
度
は
地
域

へ
の
交
流
人
口
の
増
加
や

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る

取
組
で
あ
り
、
労
働
力
不

足
の
解
消
に
有
効
な
手
段

と
思
わ
れ
る
。

問
　
遊
休
農
地
に
な
ら
な

い
よ
う
事
業
継
承
の
サ

ポ
ー
ト
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か

答
　
現
在
、
地
域
ご
と
に

農
地
を
誰
に
引
き
継
い
で

い
く
か
等
の
検
討
や
目
標

地
図
を
作
成
す
る
「
地
域

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
の
地

域
計
画
で
定
め
た
方
や
新

規
就
農
者
、
兼
業
農
家
等

も
含
め
、
農
業
に
従
事
し

た
い
方
々
が
、
農
地
の
集

積
や
機
械
・
施
設
等
の
導

入
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
農
業
委
員
会
や
熊

本
県
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
等

の
関
係
機
関
と
協
力
し
て

い
き
た
い
。

県
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
水
準

統一に
つ
い
て

問　
県
内
の
自
治
体
に
お

い
て
１
人
当
た
り
の
年
間

医
療
費
及
び
年
間
保
険
税

の
高
い
自
治
体
と
低
い
自

治
体
は
ど
こ
か

答
　
医
療
費
が
最
も
高
い

の
は
芦
北
町
、
次
が
水
俣

市
、
荒
尾
市
、
最
も
低
い

の
が
産
山
村
、
次
が
水
上

村
、
玉
東
町
の
順
。
保
険

税
が
最
も
高
い
の
は
嘉
島

町
、
次
が
阿
蘇
市
、
西
原

村
、
最
も
低
い
の
が
水
俣

市
、
芦
北
町
、
津
奈
木
町

と
な
っ
て
い
る
。

問　
本
市
に
お
け
る
国
保

財
政
の
現
状
と
課
題
は
何

か答
　
国
保
財
政
の
単
年
度

収
支
が
平
成
30
年
度
以
降

６
年
連
続
の
赤
字
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保

険
事
業
財
政
調
整
基
金
に

よ
る
補
填
で
現
行
の
県
で

一
番
低
い
水
準
を
維
持
し

て
き
た
。
し
か
し
、
被
保

険
者
の
年
齢
構
成
が
高
く

な
っ
た
こ
と
で
、
医
療
費

が
増
加
し
、
令
和
12
年
度

ま
で
に
年
間
６
万
円
程
度

上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
る
。

問　

県
の
水
準
統
一
に

従
っ
た
場
合
と
そ
う
で
な

い
場
合
で
の
違
い
は
何
か

答
　
従
っ
た
場
合
、
被
保

険
者
１
人
当
た
り
年
間
約

６
万
円
程
度
の
引
上
げ
、

従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
年

間
10
万
円
程
度
の
引
上
げ

と
な
る
。

水俣の農業は誰が守るか
どうなる国民健康保険税の水準統一

サラダたまねぎ収穫作業

（真志会）
真野　頼隆
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大
規
模
風
力
発

電
計
画
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
手
続
状
況
は

答
　
（
仮
称
）
肥
薩
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
は
環
境
影

響
評
価
準
備
書
ま
で
の
手

続
が
終
了
。（
仮
称
）
出

水
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
は

準
備
書
の
手
続
中
。（
仮

称
）
大
関
山
風
力
発
電
事

業
は
方
法
書
ま
で
手
続
が

終
了
。

問
　
事
業
者
の
電
源
開
発

に
再
度
の
説
明
会
の
開
催

を
求
め
て
ほ
し
い
が

答
　
事
業
計
画
が
「
準
備

書
」
段
階
か
ら
ど
の
よ
う

に
変
更
さ
れ
た
か
は
重
要

な
の
で
、「
評
価
書
」
の

公
表
後
に
説
明
会
開
催
を

要
望
し
た
い
。

問
　
前
回
の
説
明
会
で
は

不
十
分
だ
っ
た
。
早
め
の

説
明
会
を
求
め
て
ほ
し
い

が
い
か
が
か

答
　
そ
の
よ
う
な
要
望
が

あ
る
こ
と
は
伝
え
る
。

問　

準
備
書
に
対
す
る

「
市
長
意
見
書
」
に
は
相

当
厳
し
い
意
見
が
書
か
れ

て
い
た
。
あ
れ
だ
け
の
厳

し
い
意
見
を
述
べ
て
い
な

が
ら
市
長
は
な
ぜ
こ
の
計

画
に
対
し
「
反
対
」
の
意

思
を
表
明
し
な
い
の
か

答
　
環
境
ア
セ
ス
に
の
っ

と
り
事
業
計
画
の
懸
念
す

べ
き
点
に
つ
い
て
可
能
な

限
り
意
見
を
述
べ
た
。
引

き
続
き
、
こ
の
制
度
に
従

い
環
境
影
響
評
価
書
の
公

表
等
今
後
の
動
き
を
注
視

す
る
。

問　
こ
の
計
画
は
市
民
が

恩
恵
を
受
け
る
も
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
企
業

の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の

で
水
俣
に
と
っ
て
は
か

え
っ
て
リ
ス
ク
を
抱
え
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

全
国
的
に
市
長
や
市
議
会

が
「
白
紙
撤
回
」
を
求
め

る
例
も
増
え
、
実
際
に
事

業
が
取
り
や
め
に
な
っ
た

例
も
あ
る
。
土
砂
災
害
の

リ
ス
ク
も
、
ク
マ
タ
カ
な

ど
希
少
生
物
へ
の
影
響
も
、

健
康
被
害
、
交
通
渋
滞
な

ど
へ
の
影
響
も
計
画
段
階

の
今
な
ら
ま
だ
止
め
る
こ

と
が
可
能
だ
。
水
俣
市
と

し
て
は
っ
き
り
と
「
反

対
」
の
意
思
表
示
を
す
べ

き
で
は
な
い
か

答
　
懸
念
事
項
に
つ
い
て

は
準
備
書
の
意
見
と
し
て

述
べ
た
。
引
き
続
き
環
境

ア
セ
ス
に
の
っ
と
り
今
後

の
動
き
を
注
視
す
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証

及
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の

現
状
に
つ
い
て

問　
12
月
2
日
以
降
、
国

民
健
康
保
険
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
保
険
証

の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
か

答
　
既
に
発
行
さ
れ
て
い

る
保
険
証
は
有
効
期
限
ま

で
使
用
で
き
る
。
今
後
、

有
効
期
限
前
ま
で
に
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て

い
な
い
方
に
は
こ
れ
ま
で

同
様
保
険
診
療
を
受
け
ら

れ
る
「
資
格
確
認
書
」
を

交
付
し
、
既
に
マ
イ
ナ
保

険
証
を
保
有
し
て
い
る
方

に
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
と
し
て
保
険
情
報

を
通
知
す
る
。
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
方
に
は
マ

イ
ナ
保
険
証
の
保
有
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
「
資
格
確

認
書
」
が
交
付
さ
れ
る
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
登
録
を
解
除
す
る
方
法

は

答
　
加
入
す
る
医
療
保
険

者
に
解
除
申
請
を
す
る
。

国
保
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
は
市
民

課
の
窓
口
で
手
続
を
行
う

こ
と
に
な
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
返
納
を
す
る
方
法
は

答
　
市
民
課
の
窓
口
で
返

納
手
続
が
で
き
る
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
登
録
解
除
や
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
の
返
納
を
し
た
場

合
、
過
去
に
受
け
取
っ
た

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

答
　
ど
ち
ら
の
場
合
も
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
返
還
は

不
要
で
あ
る
。

大規模風力発電計画
市として「反対」の意思表示を

（日本共産党）
平岡　朱
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水
俣
市
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
に
つ
い
て

問　
水
俣
市
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
令
和
元
年
度
と
令

和
5
年
度
を
比
較
し
た
場

合
の
、
市
民
１
人
当
た
り

の
排
出
量
は
ど
の
よ
う
か

答
　
水
俣
市
の
令
和
元
年

度
の
市
民
１
人
当
た
り
の

排
出
量
は
、
令
和
元
年
度

は
、
約
２
．
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
。
令
和
５
年
度
は
３
．

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

問　
マ
イ
バ
ッ
グ
の
現
在

の
普
及
率
は
ど
れ
く
ら
い

か答
　
令
和
５
年
度
で
普
及

率
は
、
84
・
２
％
。

問　
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

円
卓
会
議
で
進
め
て
い
た

「
茶
飲
み
場
」
は
、
現
在

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か

答
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

愛
林
館
で
は
、
継
続
さ
れ

て
い
る
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
含
め
た
ご
み
の
削
減
の

た
め
の
学
習
会
を
学
校
・

地
域
・
市
役
所
な
ど
で
実

施
で
き
な
い
か

答
　
小
学
校
４
年
生
が
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
見
学

学
習
。
中
学
校
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
説
明

の
機
会
が
あ
る
。
自
治
会

等
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
出

前
講
座
で
地
域
に
伺
う
こ

と
は
で
き
る
。

問
　
水
俣
市
で
は
、
ご
み

の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、

再
生
利
用
を
推
進
す
る

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
い
ま
一
度
市

民
と
共
有
す
る
活
動
が
必

要
と
思
う
が

答
　
超
高
齢
化
の
到
来
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
す

る
中
で
、
宣
言
の
内
容
を

達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

川
内
原
子
力
発
電 

所
の
再
稼
働
後
の

現
状
と
水
俣
市
の

原
子
力
災
害
対
策

に
つ
い
て

問　
鹿
児
島
県
出
水
市
と

の
避
難
訓
練
な
ど
に
つ
い

て
は
、
協
議
は
続
け
て
い

る
か

答
　
現
在
は
行
っ
て
い
な

い
。

問　
原
子
力
災
害
に
つ
い

て
熊
本
県
と
の
協
議
は
行

わ
れ
た
の
か

答
　
令
和
５
年
11
月
４
日

に
熊
本
県
・
関
係
４
市
町

対
策
推
進
会
議
に
出
席
し

た
。
川
内
原
発
非
常
時
に

お
け
る
広
域
避
難
体
制
等

の
意
見
交
換
、
発
電
所
構

内
の
安
全
対
策
等
の
現
地

視
察
が
行
わ
れ
た
。

問　
原
子
力
防
災
に
関
す

る
住
民
等
へ
の
知
識
の
普

及
啓
発
は
行
っ
た
の
か

答
　
原
子
力
災
害
派
遣
の

実
績
の
あ
る
陸
上
自
衛
隊

の
部
隊
を
毎
年
、
水
俣
市

防
災
フ
ェ
ス
タ
に
招
致
し
、

線
量
率
計
、
放
射
線
測
定

器
材
等
を
展
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
講
話
で
も
危

機
管
理
監
が
原
子
力
防
災

に
つ
い
て
周
知
し
て
い
る
。

問　
水
俣
市
は
川
内
原
子

力
発
電
所
か
ら
50
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
り
避

難
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

熊
本
県
と
協
議
し
て
い
る

の
か

答
　
水
俣
市
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

外
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　

原
子
力
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
、
迅
速
に
情

報
収
集
し
、
連
絡
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が

答
　
平
素
か
ら
連
絡
体
制

を
確
立
し
て
い
る
。

問　
避
難
行
動
要
支
援
者

な
ど
が
、
屋
内
退
避
に
な

る
場
合
、
仮
に
避
難
す
る

場
合
の
避
難
誘
導
・
移
送

体
制
な
ど
の
協
議
を
、
熊

本
県
と
水
俣
市
で
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か

が
か

答
　
当
市
は
、
国
の
定
め

る
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
協
議

を
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

環境汚染、地球温暖化防止のために
プラスチック溶剤、ペットボトルの発生抑制を

植
物
由
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
代
替
素
材
を
製
造
す
る

㈱
ア
ミ
カ
テ
ラ
く
ま
も
と

水
俣
工
場

（I's 水俣）
藤本　寿子
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国
民
健
康
保
険

の
保
険
税
水
準

統一化
に
つ
い
て

問
　
国
民
健
康
保
険
に
は

ど
の
よ
う
な
人
が
入
っ
て

い
る
か

答
　
年
齢
構
成
は
、
40
歳

未
満
13
．
２
％
、
65
歳
未

満
26
．
７
％
、
65
歳
以
上

60
．
１
％
で
あ
る
。
所
得

状
況
は
、
年
金
収
入
48
．

７
％
、
給
与
収
入
21
．

８
％
、
営
業
収
入
者
８
．

６
％
、
農
業
収
入
２
．

６
％
、
不
動
産
収
入
２
．

３
％
、
収
入
の
な
い
方
15
．

４
％
で
あ
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
都
道

府
県
単
位
化
の
目
的
は
何

か答
　
都
道
府
県
が
財
政
の

責
任
主
体
と
な
る
こ
と
で
、

安
定
的
な
運
営
を
図
り
、

県
内
ど
こ
に
住
ん
で
も
同

じ
保
険
料
水
準
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

問　
平
成
29
年
度
時
点
で

加
入
者
の
所
得
が
最
も
低

い
自
治
体
、
国
保
税
が
最

も
安
い
自
治
体
、
医
療
費

が
最
も
高
い
自
治
体
は
ど

こ
だ
っ
た
か

答
　
所
得
が
低
か
っ
た
の

は
津
奈
木
町
、
荒
尾
市
、

水
俣
市
、
山
江
村
、
芦
北

町
。
国
保
税
が
安
か
っ
た

の
は
水
俣
市
、
芦
北
町
、

津
奈
木
町
、
益
城
町
、
天

草
市
。
医
療
費
が
高
か
っ

た
の
は
津
奈
木
町
、
水
俣

市
、
芦
北
町
、
荒
尾
市
、

南
関
町
で
あ
る
。

問　
県
内
の
保
険
料
が
統

一
さ
れ
る
と
、
水
俣
市
の

保
険
税
は
６
万
円
上
が
る

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

２
倍
以
上
に
な
る
。
と
て

も
心
配
だ
。
と
こ
ろ
で
、

医
療
機
関
の
集
中
し
て
い

る
と
こ
ろ
と
医
療
過
疎
地

域
の
住
民
が
同
じ
保
険
料

を
払
う
こ
と
に
な
る
の
は

不
公
平
だ
と
思
う
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
議
論
は
な

か
っ
た
の
か

答
　
な
か
っ
た
。

問　
遠
方
に
通
院
す
る
人

に
交
通
費
を
助
成
す
る
た

め
の
交
付
金
を
出
す
な
ど

不
公
平
感
を
な
く
す
対
策

を
求
め
て
は
ど
う
か

答
　
県
内
の
自
治
体
か
ら

そ
の
よ
う
な
要
望
は
出
て

お
ら
ず
、
本
市
か
ら
改
め

て
提
案
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
高
額
に
な
っ
た
保
険

料
を
払
え
な
い
と
い
う
人

が
増
え
て
く
る
と
思
う
が

収
納
率
の
低
下
に
つ
い
て

は
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
る

の
か

答
　
そ
れ
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

問　
医
療
費
を
下
げ
る
た

め
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
ど
う
い
う
方
針
が
で
て

い
る
か

答
　
県
の
方
針
で
医
療
費

適
正
化
及
び
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
取
組
の
強
化
を

重
点
課
題
と
し
て
い
る
。

都
道
府
県
化
以
前
に
国
か

ら
来
て
い
た
特
別
交
付
金

を
保
健
事
業
に
充
て
、
健

康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
く
。

問　
現
役
世
代
で
構
成
さ

れ
て
い
る
社
会
保
険
に
比

べ
て
、
国
民
健
康
保
険
は

大
部
分
が
高
齢
で
所
得
水

準
の
低
い
人
が
占
め
て
お

り
、
ど
う
維
持
し
て
い
く

か
が
長
年
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
を
社
会
保
険
で
あ
る

「
協
会
け
ん
ぽ
」
並
み
の

負
担
に
す
る
に
は
１
兆
円

規
模
の
税
金
投
入
が
必
要

と
全
国
知
事
会
は
主
張
し

て
い
た
。
県
内
の
保
険
料

の
格
差
を
な
く
す
だ
け
で

な
く
、
社
会
保
険
と
の
格

差
を
な
く
す
こ
と
を
目
指

し
、
す
べ
き
だ
。
全
国
知

事
会
が
主
張
し
た
よ
う
に
、

国
に
対
し
、
税
金
を
投
入

せ
よ
と
い
う
主
張
は
し
続

け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
い

か
が
か

答
　
今
ま
で
以
上
に
医
療

費
適
正
化
に
取
り
組
み
つ

つ
、
全
国
市
長
会
な
ど
を

通
じ
て
こ
れ
ま
で
と
同
様

要
望
し
て
い
き
た
い
。

県内統一化で上がる国保料。社会保険との 
格差なくすため、国に支援を求め続けるべき

（日本共産党）
高岡　朱美

1313



No.101

議員

【検索と置換】（テキスト）文字スタイル指定
　　　　　　　（字形）ゴシックMB101�Pr6�H
　　　　　　　　　　問 CID：3824→問�CID：10498　答�CID：3188→答�CID：10761

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ 

・
バ
ラ
ン
ス
の
向

上
を
目
指
す
企
業

認
定
制
度
の
導
入 

・
推
進
と
そ
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

問
　
よ
か
ボ
ス
宣
言
の
制

度
と
利
点
は
何
か

答
　
企
業
ト
ッ
プ
が
従
業

員
の
仕
事
と
私
生
活
の
充

実
を
応
援
す
る
取
組
で
、

熊
本
県
が
認
定
す
る
制
度
。

利
点
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
使
用
や
県
・
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公

表
が
あ
る
。

問　
よ
か
ボ
ス
宣
言
の
水

俣
市
に
お
け
る
実
績
に
つ

い
て
は
ど
う
か

答
　
令
和
6
年
11
月
末
時

点
で
、
市
内
39
企
業
が
登

録
。
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

問　
く
る
み
ん
認
定
の
制

度
と
利
点
は
何
か

答
　
厚
生
労
働
省
が
子
育

て
支
援
の
優
良
企
業
を
認

定
す
る
制
度
。
利
点
と
し

て
、
助
成
金
の
活
用
、
公

共
調
達
で
の
加
点
、
設
備

投
資
時
の
税
制
優
遇
が
挙

げ
ら
れ
る
。

問　
よ
か
ボ
ス
認
定
企
業

が
増
え
る
こ
と
、
く
る
み

ん
認
定
の
企
業
が
増
え
る

こ
と
の
水
俣
市
へ
の
利
点

は
ど
う
か

答
　
市
内
に
よ
か
ボ
ス
宣

言
及
び
く
る
み
ん
認
定
企

業
が
増
え
る
こ
と
で
、
子

育
て
支
援
に
関
心
の
高
い

若
年
層
の
市
内
へ
の
就
職

者
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
子
育
て
環
境
が

整
っ
た
ま
ち
と
し
て
、
地

域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

問　
水
俣
市
と
し
て
、
ま

ず
は
く
る
み
ん
認
定
の
取

組
に
対
し
て
で
き
る
こ
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
の
か

答
　
現
在
、
本
市
に
く
る

み
ん
認
定
企
業
は
な
い
た

め
認
定
へ
の
取
組
に
対
し

て
、
当
制
度
の
周
知
や
申

請
に
向
け
た
支
援
等
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
民
の
健
康
維

持
・
予
防
の
取

組
に
つ
い
て

問　
市
民
の
健
康
促
進
に

向
け
た
現
在
の
取
組
状
況

は
ど
う
か

答
　
健
康
ま
つ
り
の
開
催

や
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
、
保
健
師
等
に
よ
る
健

康
教
室
や
保
健
指
導
の
実

施
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
「
み
な
チ
ャ
レ
」

で
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予

防
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、

介
護
予
防
教
室
「
ま
ち
か

ど
健
康
塾
」
や
「
地
域
リ

ビ
ン
グ
」
で
は
、
フ
ラ

ワ
ー
ス
タ
ン
プ
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

問　
市
民
の
健
康
維
持
・

増
進
の
観
点
か
ら
、
現
状

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
か

答
　
メ
タ
ボ
や
高
血
糖
リ

ス
ク
の
増
加
、
特
定
健
診

受
診
率
の
低
迷
（
40
．

５
％
）、
人
工
透
析
件
数

が
県
内
1
位
と
い
っ
た
課

題
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
と
重
症
化
予

防
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
現
状
の
課
題
に
対
し

て
、
総そ
う
じ
ゃ社
市
等
で
実
施
の

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
ど
う
か

答
　
総そ
う
じ
ゃ社
市
等
の
取
組
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健
診
受

診
の
習
慣
化
を
促
す
効
果

が
期
待
で
き
る
。
本
市
の

課
題
解
決
に
も
健
診
受
診

や
運
動
の
促
進
が
効
果
的

で
あ
り
、
健
康
づ
く
り
の

推
進
は
将
来
的
な
保
険
料

抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

問
　
事
業
を
実
現
す
る
た

め
の
課
題
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
か

答
　
ポ
イ
ン
ト
原
資
の
確

保
と
シ
ス
テ
ム
運
用
コ
ス

ト
の
負
担
、
費
用
対
効
果

の
検
証
が
必
要
。
既
存
事

業
（
介
護
予
防
教
室
ポ
イ

ン
ト
付
与
事
業
）
の
成
果

を
注
視
し
な
が
ら
、
導
入

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

ワーク・ライフ・バランスの
向上と健康ポイントの活用を

（こども未来会）
吉野　誠
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女
性
相
談
支
援

員
の
業
務
内
容

に
つ
い
て

問　
支
援
員
の
主
な
仕
事

は
何
か

答
　
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

抱
え
る
女
性
に
寄
り
添
い

一
緒
に
解
決
に
向
け
て
考

え
て
い
く
。

問　
支
援
員
の
業
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

答
　
原
則
月
曜
日
～
金
曜

日
の
日
中
だ
が
、
緊
急
の

場
合
は
市
役
所
当
直
経
由

で
担
当
課
職
員
に
連
絡
が

取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　
相
談
案
件
の
他
部
署

と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
所
管
で
福
祉
課
・
市

民
課
・
教
育
課
・
都
市
計

画
課
等
の
ほ
か
、
警
察
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

も
連
携
し
て
い
る
。

問　
秘
匿
性
が
高
い
案
件

も
あ
る
と
思
う
が
、
相
談

者
を
守
る
た
め
に
努
力
し

て
い
る
こ
と
は
何
か

答
　
他
機
関
等
へ
の
連
絡

が
必
要
な
場
合
は
相
談
者

の
同
意
を
得
て
か
ら
情
報

提
供
す
る
等
、
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
て
い
る
。

問　
相
談
が
で
き
に
く
い

状
況
に
あ
る
と
き
、
ラ
イ

ン
や
Ｄ
Ｍ
を
利
用
で
き
れ

ば
す
ぐ
に
相
談
が
で
き
る

と
思
う
が
導
入
で
き
な
い

か答
　
必
要
に
応
じ
て
メ
ー

ル
相
談
も
行
っ
て
い
る
が

ラ
イ
ン
等
の
方
法
も
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
産
婦
人
科

診
療
に
つ
い
て

問　
こ
の
数
年
間
で
改
善

改
良
し
た
点
は
ど
こ
か

答
　
分
娩
増
加
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
退
院
前
日
に

「
お
祝
い
御
膳
」
を
提
供

し
た
り
、
お
む
つ
を
束
ね

た
お
む
つ
ケ
ー
キ
や
ア
ル

バ
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ほ

か
に
妊
婦
検
診
か
ら
助
産

師
が
面
談
し
安
心
し
て
出

産
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
継

続
し
て
い
る
。

問　
出
産
前
後
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
総
合
病
院

な
ら
で
は
の
可
能
な
対
処

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か

答
　
妊
婦
さ
ん
も
新
生
児

も
各
科
と
連
携
診
療
が
で

き
、
大
学
病
院
な
ど
高
次

医
療
機
関
と
の
連
携
対
応

も
可
能
。

問　
他
市
の
個
人
病
院
で

の
出
産
数
増
加
に
対
し
医

療
セ
ン
タ
ー
が
選
ば
れ
な

い
理
由
は
何
と
思
う
か

答
　
総
合
病
院
で
あ
る
こ

と
か
ら
産
科
に
特
化
し
た

個
人
病
院
の
よ
う
な
対
応

が
で
き
な
い
面
が
あ
る
。

問　
無
痛
分
娩
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

答
　
出
産
予
定
日
に
近
い

日
で
日
程
を
決
め
、
硬
膜

外
麻
酔
を
調
整
し
な
が
ら

か
け
て
い
く
。
腰
部
の
麻

酔
の
た
め
出
産
時
の
痛
み

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
無

痛
の
希
望
者
や
、
無
痛
が

な
い
た
め
他
産
院
を
選
ん

だ
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

医
療
セ
ン
タ
ー
で
無
痛
分

娩
を
採
用
で
き
な
い
か
、

ま
た
不
可
能
な
ら
そ
の
理

由
は
何
か
、
も
し
採
用
す

る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
必
要
に
な
る
か

答
　
現
状
で
は
採
用
困
難

だ
が
、
採
用
に
は
無
痛
分

娩
経
験
や
実
績
の
あ
る
産

科
医
及
び
麻
酔
科
医
の
確

保
と
連
携
の
構
築
が
必
要
。

助
産
師
・
看
護
師
の
確
保

と
育
成
も
必
要
で
、
分
娩

前
後
の
管
理
や
ケ
ア
が
十

分
に
実
施
で
き
る
環
境
整

備
も
必
要
。

問　
要
望
に
は
食
事
の
改

善
や
完
全
個
室
・
機
器
の

充
実
な
ど
も
あ
り
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め

に
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な

ど
を
提
案
し
た
い
が
、
利

用
者
を
増
や
す
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
何
か

答
　
情
報
発
信
の
工
夫
な

ど
検
討
し
た
い
。
安
心
し

て
お
産
が
で
き
る
体
制
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
当

院
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。

頼れる組織と病院であるために
できることは

（真志会）
木戸　理江

出産祝いのギフトセット

こども子育て課の窓口
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認
知
症
の
人
に

寄
り
添
っ
た
地

域
社
会
の
構
築

に
つ
い
て

問　
認
知
症
の
人
と
家
族

等
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
の
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

答
　
本
市
に
お
い
て
も
、

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
考
え

方
、
視
点
も
踏
ま
え
、
認

知
症
に
関
す
る
知
識
及
び

理
解
を
促
進
し
て
い
く
。

問　
認
知
症
の
行
方
不
明

者
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端

末
の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
て
の
負
担
軽
減
策
の
実

施
等
、
認
知
症
の
行
方
不

明
者
の
命
を
守
る
取
組
を

推
進
す
べ
き
で
は

答
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
活
用

は
、
介
護
保
険
で
認
知
症

老
人
徘
徊
感
知
機
器
等
を

貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
対
象
者
や
そ
の
御

家
族
に
紹
介
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
認
知
症
の
方
は
、

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

す
リ
ス
ク
も
高
く
、
個
人

賠
償
責
任
保
険
が
あ
る
こ

と
も
併
せ
て
周
知
し
、
御

家
族
に
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
取
組
も
推
進
し
て
い

く
。建

設
工
事
に
係

る
入
札
業
務
に

つ
い
て

問　
入
札
不
調
は
ど
こ
に

原
因
が
あ
る
の
か

答
　
今
年
度
の
入
札
不
調

２
件
の
工
事
は
い
ず
れ
も
、

指
名
業
者
11
者
中
４
者
に

お
い
て
は
「
技
術
者
の
確

保
が
困
難
」
等
の
理
由
で

入
札
を
辞
退
、
７
者
は

「
予
定
価
格
以
下
で
は
入

札
で
き
な
い
」
こ
と
が
理

由
で
辞
退
し
、
入
札
が
不

調
と
な
っ
た
。

　

建
設
工
事
の
予
定
価
格

は
国
の
工
事
積
算
基
準
や

労
務
単
価
、
市
場
単
価
等

を
基
に
積
算
を
行
う
が
、

近
年
は
人
手
不
足
や
物
価

上
昇
の
影
響
に
よ
り
建
設

費
が
高
騰
を
続
け
て
お
り
、

こ
れ
に
積
算
の
基
と
な
る

各
種
単
価
の
上
昇
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
た
め
、
予

定
価
格
以
下
で
の
入
札
が

困
難
に
な
っ
た
。

問　
入
札
不
調
後
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か

答
　
関
係
者
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
実
施
等
、
不
調
原
因

の
調
査
を
行
う
。
最
新
の

単
価
で
再
度
費
用
を
積
算

し
て
内
訳
書
を
作
成
し
、

予
定
価
格
を
決
定
後
、
再

入
札
に
至
る
。

　

な
お
、
前
述
の
入
札
が

不
調
に
な
っ
た
２
件
の
工

事
に
つ
い
て
も
、
関
係
す

る
建
設
業
種
の
団
体
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
対

応
策
を
講
じ
た
。
別
途
に

発
注
を
予
定
し
て
い
た
関

連
工
事
と
併
せ
て
一
括
発

注
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は

お
の
お
の
の
工
事
に
必
要

な
現
場
代
理
人
及
び
主
任

技
術
者
が
削
減
で
き
、
技

術
者
の
確
保
が
容
易
に
な

り
、
か
つ
人
件
費
を
含
む

諸
経
費
の
圧
縮
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
こ
の
後
、

最
新
の
単
価
で
再
度
費
用

を
積
算
し
、
再
入
札
後
に

契
約
が
成
立
し
た
。

問　
工
事
監
理
業
務
は
市

で
で
き
な
い
の
か

答
　
技
術
系
職
員
の
確
保

は
非
常
に
困
難
な
状
況
に

あ
り
、
今
後
も
内
製
監
理

を
原
則
と
し
て
、
業
務
過

多
に
な
っ
た
場
合
等
は
外

注
監
理
を
行
っ
て
い
く
。

問　
県
内
他
市
町
村
の
入

札
不
調
不
落
の
状
況
は

答
　
令
和
５
年
度
は
、
入

札
件
数
１
０
９
２
件
の
う

ち
不
調
不
落
件
数
が
１
０

９
件
、
令
和
６
年
度
は
、

10
月
31
日
現
在
で
入
札
件

数
７
６
８
件
の
う
ち
不
調

不
落
件
数
が
58
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
本
市
で
は
、
令

和
５
年
度
が
、
入
札
件
数

18
件
の
う
ち
不
調
不
落
件

数
が
３
件
、
令
和
６
年
度

が
、
10
月
31
日
現
在
で
入

札
件
数
16
件
の
う
ち
不
調

不
落
件
数
が
２
件
で
、
他

市
町
村
と
比
較
し
て
も
多

い
と
い
う
状
況
に
は
な
い
。

認知症の人も家族も安心して 
暮らせる地域に

（公明党）
牧下　恭之
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令和６年度八代・天草シーライン構想推進大会
（12月15日、八代市）
　八代市と上天草市を結ぶ「八代・天草シーライン構想」推進の
ため、熊本県や県南・天草地域の18市町村、経済団体などによる
建設促進協議会が主催、約300人が参加し開催されました。

令和７年「二十歳の集い」（旧成人式）　（１月12日、水俣市文化会館）
　今年度、20歳の節目を迎える水俣市在住及び出身の皆さんの門出を祝い、励ましました。

水俣市表彰式　（11月11日、水俣市総合もやい直しセンター）
　多年にわたる消防団活動功労、地域活動等における善行、スポーツ等における顕著な功績があった１団体
９人に対し、表彰を行いました。岩村議長がお祝いの言葉を述べました。

南九州西回り自動車道建設促進大会
（11月13日、東京都）
　熊本・鹿児島両県の自治体・民間の期成会が集い、両県選
出国会議員、国等の関係機関の出席の中で、南九州西回り自
動車道の早期完成を願い、要望事項の決議を行いました。

第32回熊本県市議会議員研修会　（１月16日、熊本市）
演題：よくわかる地方財政と自治体予算～進化する自治体を目指して～
講師：一般社団法人　新しい自治体財政を考える研究会代表理事
　　　文教大学客員教授　定野　司　氏

トピックス

還暦・古希野球チームVS小中学生野球チーム交流試合
（12月７日、エコパークみなまた野球場）

　第10回を迎える恒例の交流戦の開会式
に高岡市長とともに岩村議長も出席。挨拶
の後、始球式、始打式に参加しました。

水俣市防災フェスタ　（11月10日、エコパークみなまた潮騒の広場ほか）
　エコパークみなまたで、水俣市民、防
災関係機関・企業・NPO法人等、多く
の方々の協力のもと実施され、各団体
等の連携強化や訪れた市民の皆様の防
災意識を高めることができました。
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11月６日		 全国市議会議長会評議員会（東京都）
	 ７日	 議会運営委員会
	 ９日	 熊本県商工会議所青年部連絡会　第16回会

員大会　水俣大会
	 10日	 水俣市防災フェスタ
	 11日	 水俣市表彰式
	 13日	 南九州西回り自動車道建設促進大会（東京都）
	 19日	 全国市議会議長会「第２回社会的な孤独・孤

立問題に関する特別委員会」（東京都）
	 21日	 議会運営委員会
	 25日	 全国市議会議長会「社会的な孤独・孤立問題

に関する特別委員会（現地調査）」（鳥取市）
	 28日	 議会運営委員会
	 	 令和６年第４回水俣市議会定例会開会
	 	 各常任委員会
12月３日		 議会運営委員会
	 ７日	 還暦・古希野球チームVS小中学生野球チー

ム交流試合
	 10日	 一般質問
	 	 議会運営委員会
	 11日	 一般質問
	 12日	 議会運営委員会
	 	 一般質問
	 13日	 各常任委員会
	 15日	 令和６年度八代・天草シーライン構想推進大

会（八代市）
	 16日	 議会運営委員会
	 17日	 水俣市社会福祉協議会理事会

	 18日	 水俣芦北広域行政事務組合議会定例会
	 19日	 議会運営委員会
	 	 令和６年第４回水俣市議会定例会閉会
	 	 議会だより編集委員会
	 24日	 議会運営委員会
	 25日	 水俣市社会福祉協議会評議員会
	 26日	 議会だより編集委員会
１月 ９日	議会だより編集委員会
	 12日	 第75回熊日三太郎駅伝競走大会
	 	 令和７年「二十歳の集い」
	 16日	 第32回熊本県市議会議員研修会（熊本市）
	 18日	 総合体育館大アリーナ空調設備完成記念バ

レーボールクリニック

101
2025年（
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

（令和６年11月１日〜令和７年１月31日）

議 会 の 主 な 動 き

一
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
二
十
歳
の

集
い
で
は
、
晴
れ
や
か
な
中
に
も
芯
の

強
さ
の
見
え
る
た
く
さ
ん
の
若
者
た
ち

の
輝
く
笑
顔
に
会
え
ま
し
た
。

年
末
か
ら
も
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

た
く
さ
ん
舞
い
込
み
、
昔
か
ら
あ
る
も

の
も
光
り
続
け
て
い
ま
す
。

湯
の
鶴
・
湯
の
児
、
本
市
自
慢
の
二

か
所
の
温
泉
は
、
全
国
の
人
気
投
票
で

そ
れ
ぞ
れ
上
位
に
輝
き
ま
し
た
し
、
土

地
を
大
切
に
使
っ
て
新
し
い
農
業
を
始

め
る
方
、
市
内
外
で
活
躍
す
る
事
業
所

が
創
業
五
十
年
や
百
年
を
次
々
に
迎
え
、

本
市
に
根
差
す
た
く
さ
ん
の
も
の
が
、

次
世
代
に
着
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

希
望
が
見
え
る
一
年
で
し
た
。

冬
の
寒
さ
は
も
う
少
し
続
き
そ
う
で

す
が
、
暖
か
い
春
の
訪
れ
を
待
ち
な
が

ら
し
っ
か
り
根
を
張
り
、
芽
吹
き
の
と

き
を
じ
っ
と
待
つ
大
樹
の
よ
う
に
、
私

た
ち
も
笑
顔
と
元
気
を
糧
に
し
て
乗
り

切
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員
（
委
員
は
五
十
音
順
）

委
員
長　

木
戸　

理
江

副
委
員
長　

平
岡　

朱

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　

杉
本　

康
宏

　

藤
本　

寿
子

　

森
川　

武
治

　

吉
野　

誠

【お詫びと訂正】
　議会だより第100号に下記のとおり誤りがありました。
お詫びして訂正します。

　13ページ　藤本寿子議員一般質問記事中、写真（上）
のタイトル
（誤）みなもんクラブ
（正）みなもんくらぶ

11月６日	 東京都文京区議会
	 	 環境モデル都市の取組、ごみ分別について
１月23日	神奈川県座間市議会
	 	 ごみ分別について

他自治体からの視察
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